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一
、
角
董
点
に
つ
い
て

今
殻
の
石
山
寺
聖
教
蒜
合
調
査
に
お
い
て
・
石
山
寺
－
切
抜
の
中
か
ら
、
沙
弥
十
戒
威
儀
窪
の
角
窯
が
見
出
さ
れ
た
。
平
安
中
期
の

書
き
入
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
日
享
に
発
見
さ
れ
た
四
十
七
点
の
角
筆
の
文
献
の
中
で
、
最
も
重
要
な
資
料
の
；
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
桟
要
を
誓
し
・
角
筆
の
文
献
と
し
て
の
特
徴
に
触
れ
た
い
。

T

）

　

　

　

　

　

　

　

（

2

）

角
笠
は
、
象
牙
又
は
竹
で
作
っ
た
箸
の
形
の
用
具
で
あ
る
。
長
さ
は
六
寸
な
い
し
八
寸
程
度
で
あ
っ
て
、
〓
崎
を
筆
の
先
の
形
に
削

。
、
こ
れ
で
文
字
を
指
し
、
又
は
文
字
芸
き
記
す
方
便
と
も
し
た
。
聖
警
芸
な
ど
の
窯
を
訓
苧
る
際
に
、
平
安
時
代
に
は
、

白
粉
や
朱
墨
を
使
っ
て
、
そ
の
経
巻
の
紙
面
に
直
接
に
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
芸
き
加
え
て
、
所
謂
、
訓
点
を
施
し
記
す
こ
と
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
角
筆
を
以
て
訓
点
を
書
き
記
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
角
筆
を
以
て
晋
記
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
や
反
切
の

漢
字
な
ど
を
「
角
筆
点
」
と
呼
ぶ
。
訓
点
を
施
し
記
し
た
文
献
を
訓
点
資
料
と
称
す
る
よ
う
に
、
角
筆
点
を
直
接
に
紙
面
に
施
し
記
し
た

文
献
を
角
筆
点
資
料
と
称
す
る
。
角
筆
点
資
料
と
は
・
従
っ
て
古
写
本
や
古
刊
本
が
主
と
な
る
が
、
特
に
こ
れ
を
国
語
学
の
研
究
資
料
と

し
て
扱
う
立
場
か
ら
呼
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
は
、
白
粉
や
朱
墨
の
文
字
が
毛
筆
を
以
て
書
か
れ
色
彩
に
訴
え
て
読
む
人
の
日
に
映
る
の
と
は
異
な
。
、
紙
面

を
直
接
に
傷
づ
け
望
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恰
も
裁
縫
の
へ
ら
で
布
に
跡
を
付
け
る
よ
う
に
、
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
な
ど
を
書
（
蹟
）
き
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記
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
目
立
ち
難
い
か
ら
、
そ
の
用
途
は
、
毛
筆
が
通
常
の
筆
記
具
と
な
っ
て
か
ら
は
自
ら
限
定
さ
れ
て
い
た

ら
し
く
、
メ
モ
的
な
、
漢
文
の
訓
点
や
私
的
な
文
書
、
又
は
落
書
や
人
目
を
忍
ぶ
恋
文
な
ど
に
、
そ
の
使
用
例
が
残
っ
て
い
る
の
は
尤
も

な
こ
と
で
あ
る
。
又
、
角
筆
で
書
か
れ
た
文
献
は
、
長
年
月
の
間
に
は
そ
の
凹
み
の
跡
も
消
え
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
昔
人
が
毛
筆
以
外

の
用
具
を
以
て
文
字
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
に
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
現
代
人
に
、
今
ま
で
看
過
さ
れ
て
来
た
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

あ
っ
た
。
角
筆
で
書
か
れ
た
文
献
の
実
物
は
、
昭
和
五
十
年
九
月
現
在
ま
で
の
十
年
余
の
問
に
四
十
七
点
が
発
見
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
最
古

の
文
献
は
、
九
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
っ
て
、
石
山
寺
蔵
大
乗
阿
耽
達
摩
雑
集
論
巻
第
十
六
で
あ
り
、
次
い
で
京
都
興
聖
尼
寺
最
大
唐
西

域
記
巻
第
一
が
あ
る
。
石
山
寺
蔵
大
乗
阿
眈
達
摩
雑
集
論
巻
第
十
六
は
、
墨
書
で
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
十
一
月
に
大
鹿
石
別
が
書

写
し
た
漢
文
の
行
間
に
、
角
筆
を
以
て
句
切
を
施
し
、
所
々
に
訓
読
を
示
す
万
葉
仮
名
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
未
だ
ヲ
コ
ト
点
を
用
い
ず

句
切
・
万
葉
仮
名
だ
け
で
訓
読
を
示
し
て
い
る
状
況
か
ら
考
え
て
平
安
極
初
頭
期
の
書
き
入
れ
と
見
ら
れ
る
。
次
い
で
、
興
聖
尼
寺
最
大

唐
西
城
記
巻
第
一
は
、
墨
書
で
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
七
月
に
僧
蓮
慶
が
書
写
し
た
漢
文
の
行
間
な
ど
に
、
角
筆
を
以
て
そ
の
訓
読
を
示

す
万
葉
仮
名
・
漢
字
や
ヲ
コ
ト
点
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
星
点
の
み
の
粗
箸
な
形
式
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
安

（3）

初
頭
期
、
雑
集
論
の
角
筆
点
に
次
い
で
、
こ
れ
に
近
い
頃
の
書
き
入
れ
と
見
ら
れ
る
。

以
後
・
平
安
中
期
を
中
心
に
平
安
時
代
の
聖
教
と
漢
籍
と
の
漢
文
に
、
角
筆
を
以
て
、
訓
点
を
書
き
記
し
た
文
献
が
現
存
す
る
。
角
筆

を
用
い
る
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
も
一
部
に
は
形
式
的
に
伝
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
室
町
・
江
戸
時
代
に
も
そ
の
文
献
が
散
見
す
る
。
最

も
新
し
い
文
献
は
、
江
戸
末
期
の
も
の
で
あ
る
。
醍
醐
寺
蔵
の
妙
法
些
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
、
巻
八
の
、
文
化
六
年
三

八
〇
九
）
夷
則
に
尾
陽
東
海
山
杜
多
某
甲
が
墨
書
で
書
写
し
た
経
文
の
行
間
に
、
角
筆
を
以
て
、
平
仮
名
な
ど
で
訓
読
を
示
す
た
め
に
書

き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
大
部
分
は
、
漢
文
の
訓
点
を
角
筆
を
以
て
書
き
記
し
た
文
献
で
あ
り
、
墨
書
の
漢
文
に
対
し
て
、
そ
の
読
み
方
を
示
す
た
め
に
、
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附
随
的
に
角
筆
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
朱
点
や
白
点
と
、
い
わ
ば
同
居
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
角
筆
の
文
字
が
発
見
さ
れ

る
段
階
と
し
て
は
、
当
初
、
訓
点
資
料
の
探
索
調
査
富
的
と
し
て
、
失
点
昌
点
に
普
し
て
い
る
問
に
、
同
居
し
て
書
か
れ
て
い
た

角
筆
点
の
こ
と
に
害
い
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
第
二
段
階
に
当
る
。
訓
点
を
凹
み
に
よ
っ
て
示
す
と
い
う
書
記
方
法
の
存
在
を
知
る
と
、

第
二
段
階
と
し
て
、
窯
や
自
点
と
同
居
し
な
い
、
角
筆
点
だ
け
を
曹
入
れ
た
訓
点
叢
も
葺
さ
れ
姶
票
。
そ
れ
は
嘉
し
て
漢

文
の
白
文
だ
け
の
文
献
と
映
。
、
従
来
・
訓
重
科
と
は
句
つ
か
れ
ず
に
見
逃
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
文
献
で
今
日
吾

に
発
見
さ
れ
た
の
は
次
の
六
点
で
あ
る
。

1
、
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点

2
、
石
山
寺
蔵
漢
書
高
帝
紀
下
平
安
中
期
（
天
暦
頃
）
角
筆
点

3
、
石
山
寺
蔵
仏
説
不
増
不
頼
経
平
安
中
期
角
筆
点

4
、
石
山
寺
蔵
成
唯
識
論
巻
十
（
按
文
）
寛
仁
四
年
±
〇
二
〇
）
角
筆
点

5
、
高
山
寺
蔵
四
分
律
刑
禰
随
機
掲
磨
疏
巻
三
上
（
宋
版
）
鎌
倉
初
期
角
筆
点

6
、
高
山
寺
蔵
四
分
律
含
注
戎
本
疏
行
宋
記
（
宋
版
）
、
等
・
鎌
倉
初
期
角
筆
点

こ
の
内
、
純
粋
に
角
筆
点
だ
け
で
あ
る
の
は
、
1
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
点
の
告
あ
る
。
2
～
6
は
子
細
に
見
る
と
、
白
、
朱

点
が
、
句
点
に
は
あ
っ
た
。
、
岡
本
の
他
巻
に
は
加
点
さ
れ
て
い
た
。
・
極
め
て
少
量
は
偏
在
し
て
い
た
り
す
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

沙
弥
十
戒
威
儀
経
は
、
こ
の
第
二
段
階
の
文
献
中
の
最
古
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
最
も
純
粋
に
角
筆
点
だ
け
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

一
角
筆
で
書
か
れ
た
文
献
の
第
三
段
階
の
も
の
と
し
て
は
・
墨
書
の
漢
文
に
附
随
す
る
の
で
は
な
く
、
訓
点
と
は
無
関
係
に
、
角
筆
の
凹

2
　
み
に
よ
っ
て
文
字
や
図
絵
を
書
い
た
文
献
が
あ
る
。
角
筆
と
し
て
独
立
し
た
文
献
で
あ
る
。
実
物
と
し
て
は
今
日
ま
で
に
二
点
が
発
見
さ

－
れ
た
。
一
つ
は
、
西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
天
文
二
年
（
＝
竺
三
二
）
墨
書
写
本
の
折
本
十
帖
の
茶
表
紙
と
そ
の
見
返
白
紙
と
の
上
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（
ほ
か
）

に
、
経
文
と
は
無
関
係
に
、
「
升
屋
菊
ヨ
リ
」
　
「
よ
し
は
、
．
あ
か
の
其
明
さ
き
な
ど
と
、
角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
と
、
卑
猥
な
絵
と
で

あ
る
。
二
つ
は
、
西
大
寺
蔵
文
殊
訪
伽
陀
高
洞
江
戸
初
期
墨
書
写
本
の
折
紙
一
紙
の
紙
背
白
地
や
余
白
な
ど
に
、
角
筆
を
以
て
「
西
大
寺

（4）

仙
尊
之
」
な
ど
と
書
か
れ
た
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
野
笠
（
八
〇
二
－
八
五
二
）
を
題
材
と
し
た
作
り
物
語
『
笠
物
語
』
　
（
成
立
は

が
く
し
よ
h
ノ

第
一
部
が
十
壷
紀
初
頭
か
ら
余
り
下
ら
ぬ
時
代
七
さ
れ
る
が
、
諸
説
が
あ
る
）
の
冒
頭
に
、
学
生
だ
っ
た
笠
が
漢
籍
を
教
え
て
い
た
異

母
妹
へ
の
恋
文
を
「
か
く
ひ
ち
」
で
書
い
た
と
し
、
そ
の
文
章
と
恋
歌
と
が
載
っ
て
い
る
所
と
併
せ
る
と
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
凡

そ
、
白
紙
に
角
筆
だ
け
で
文
字
を
書
い
て
も
、
毛
筆
の
場
合
と
異
な
つ
て
、
一
見
何
も
書
い
て
な
い
白
地
と
誤
認
さ
れ
易
い
で
あ
ろ
う
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
白
紙
の
ま
ま
で
今
日
に
残
存
す
る
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
く
、
墨
書
と
何
ら
か
の
形
で
共
存
す
る
場
合
に
、
そ

の
墨
書
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て
角
筆
の
文
字
も
伝
え
ら
れ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
筆
点
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
段
階
の
文
献
中
、
最
古
の
純
粋
な
資
料
と
し
て
先
ず
注
目
さ

れ
る
。
そ
の
上
に
、
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
が
極
め
て
詳
細
に
丁
寧
に
施
さ
れ
て
い
る
。
角
筆
点
は
一
般
に
、
長
年
月
の
間
に
凹
み
が
薄
く
な

っ
て
今
日
か
ら
は
読
解
し
難
い
も
の
も
少
く
な
い
が
・
沙
弥
十
戒
威
儀
窪
の
角
筆
点
は
、
比
較
的
に
明
瞭
で
あ
っ
て
、
見
方
を
習
得
す
れ

ば
1
全
文
を
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
訓
下
し
文
を
こ
の
度
作
成
し
て
、
そ
の
言
語
を
考
察
し
た
所
、
従
来
の
平
安
中

期
の
漢
文
訓
読
語
の
知
見
に
対
し
て
新
し
い
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
分
る
と
共
に
、
角
筆
点
の
特
性
の
一
端
が
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
こ
に
、
本
稿
で
こ
の
文
献
を
取
上
げ
た
意
味
が
あ
る
。

二
「
石
山
寺
扇
沙
弥
十
戒
威
儀
経
に
つ
い
て

・
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経
は
、
石
山
寺
一
切
経
四
千
六
百
余
巻
の
中
の
一
帖
で
あ
っ
て
、
今
回
の
整
理
で
、
第
五
十
七
函
第
四
十
三

号
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
箱
は
建
武
二
年
以
前
製
作
の
旧
経
由
で
あ
る
コ
し
の
五
十
七
西
に
は
要
訣
一
切
霊
至
芸
憲

一
（
第
一
号
）
か
ら
根
本
薩
婆
多
部
律
摂
（
第
五
十
八
号
）
ま
で
の
五
十
八
帖
を
収
め
る
。
こ
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
前
後
に
は
、
四
分
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比
丘
戎
本
、
五
分
比
丘
尼
戎
本
、
沙
弥
尼
曹
戒
文
、
沙
弥
尼
現
在
、
優
婆
塞
五
戒
威
儀
経
、
犯
戒
報
応
軽
重
経
が
並
ん
で
い
る
。

こ
の
五
十
三
号
沙
弥
十
戒
或
箆
の
体
裁
は
、
他
の
一
切
経
と
同
じ
く
、
巻
子
本
を
改
装
（
江
戸
時
代
天
明
修
補
の
際
）
し
て
．
折
本
に

仕
立
て
て
あ
り
、
そ
の
際
、
新
塵
の
失
雲
ツ
ナ
ギ
龍
文
表
紙
（
墜
一
四
・
二
短
、
横
八
・
四
在
）
を
附
し
て
あ
る
。
料
紙
は
斐
交
り
措

紙
で
、
一
哉
は
二
十
七
行
、
一
紙
長
は
五
二
・
九
輿
一
行
十
七
字
で
、
折
本
の
一
貫
に
四
行
を
収
め
、
墨
界
を
施
し
、
界
高
二
〇
・
七

五
巨
、
界
唇
一
・
九
圧
で
あ
る
。

外
局
に
「
沙
弥
威
儀
窪
」
と
あ
り
、
同
じ
周
を
、
見
返
に
も
旧
巻
子
本
か
ら
切
取
っ
て
貼
附
し
て
い
る
。
本
文
は
、
墨
書
で
、
内
題

「
沙
弥
十
戒
法
丼
成
俵
一
巻
」
に
始
ま
り
、
尾
題
「
沙
弥
法
成
井
威
儀
一
巻
」
に
終
る
五
五
〇
行
で
あ
る
。
奥
書
・
識
語
は
な
い
。
墨
書

本
文
の
害
写
は
、
筆
跡
か
ら
見
て
、
平
安
中
期
（
延
菩
－
天
暦
頃
）
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
は
所
々
に
自
書
・
朱
書
の
校
合
が
あ
る
。

（5）

－
．
し
の
本
文
に
対
し
て
、
角
筆
の
訓
点
が
、
巻
首
か
ら
二
六
六
行
ま
で
に
、
極
め
て
詳
密
に
施
さ
れ
て
い
る
。
角
筆
の
識
語
ほ
見
当
ら
な
い

が
、
角
筆
点
を
書
き
入
れ
た
時
期
は
、
ヲ
コ
ト
点
が
乙
点
図
で
あ
る
こ
と
と
、
国
語
音
の
ア
行
の
衣
と
ヤ
行
の
江
と
が
使
い
分
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
か
ら
、
平
安
中
期
の
内
・
天
暦
（
諺
望
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

沙
弥
十
戒
法
井
威
儀
は
、
著
者
東
晋
の
失
訳
と
さ
れ
、
求
郡
朕
摩
訳
の
沙
弥
威
儀
を
増
補
し
た
も
の
か
と
い
う
（
仏
書
解
説
大
辞
典
）
。

そ
の
内
容
は
、
沙
弥
の
守
る
べ
き
十
戒
の
法
と
威
儀
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
先
ず
、
沙
弥
十
戒
法
は
、
初
め
に
沙
弥
の
受
戒
式
を
明

ら
か
に
し
、
第
二
に
不
殺
生
か
ら
不
捉
持
生
像
金
銀
宝
物
に
至
る
十
戒
の
相
を
略
述
し
、
第
三
に
仏
が
広
く
沙
弥
の
為
に
十
戒
を
制
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次
に
、
沙
弥
威
儀
は
、
節
教
沙
弥
五
事
か
ら
誘
経
行
十
事
に
至
る
、
八
十
八
威
儀
を
総
計
五
百
八
十
条
に

分
け
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
文
を
、
東
大
寺
僧
法
進
が
注
釈
し
た
「
沙
弥
十
戒
井
威
儀
経
疏
」
五
巻
が
、
伝
わ
っ
て
い
る
。
日
本
大
蔵
経
小
乗
律
章
所
収
本

（7）

に
は
、
高
雄
山
損
尾
本
と
唐
招
提
寺
本
と
の
奥
書
を
示
し
、
法
進
自
ら
の
奥
書
を
次
の
よ
う
に
載
せ
て
い
る
。

天
平
宝
字
五
年
二
月
一
日
起
旨
挟
二
此
経
疏
一
。
至
二
四
月
十
五
日
一
都
華
。
有
レ
遇
二
斯
本
妻
垂
こ
随
草
。
請
広
伝
写
。
普
共
流
通
。
俵
こ
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益
有
縁
一
。
声
令
二
断
絶
車
。
若
義
有
こ
疏
拙
示
誌
二
教
文
嘉
。
幸
請
後
代
高
明
大
徳
。
神
筆
改
↑
Z
。
貴
在
三
周
円
－
勿
迄
二
形
跡
壷
。

覿
平

天
平
宝
字
五
年
十
月
十
五
日
。
随
塾
往
二
保
良
軍
。
住
二
国
昌
華
。
二
十
三
日
進
自
為
二
弟
子
。
東
大
寺
僧
慧
山
。
元
興
寺
僧
聖
一
。

山
田
寺
僧
行
洛
略
読
一
遍
。
至
二
十
二
月
十
七
日
亨
。
故
記
P
時
也
。

奈
良
時
代
に
お
け
る
、
本
経
の
読
蘭
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。

沙
弥
十
戒
井
威
儀
経
の
訓
点
本
で
、
本
文
献
以
前
に
現
存
す
る
も
の
は
未
だ
知
ら
な
い
が
、
そ
の
訓
読
は
本
文
献
以
前
か
ら
存
し
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
と
仮
名
字
体

こ
こ
で
は
、
表
記
に
関
し
て
、
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
と
仮
名
字
体
を
帰
納
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
、
ヲ
コ
ト
点
の
系
統
と
角
筆
仮

名
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
へ
　
ヲ
コ
ト
点

．
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
第
一
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。

「
≡
二
二
〓
〓

ロ

第

一

図

ウ

ヲ

．

　

1

ヵ

　

　

ヘ

ヤ

ヨ

　

　

　

l

音

　

ヒ

1

一
l
　
　
　
・
冬
丁

一
二
≡
二
l

三
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7

こ
の
点
法
は
乙
点
図
に
当
る
。
乙
点
図
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
仮
称
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
博
士
は
、

乙
点
国
は
既
述
の
ご
と
く
、
点
因
襲
に
通
名
さ
れ
て
ゐ
て
、
従
来
の
学
者
の
注
意
を
ひ
い
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
点
本
に
も
こ

の
も
の
が
な
い
た
め
に
、
ま
す
ま
す
誤
写
が
甚
し
く
な
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（8）

と
説
か
れ
た
上
、
京
悉
地
謁
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
（
石
山
寺
蔵
、
憐
照
加
点
）
に
合
致
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
次
い
で
、
築
島
裕

博
士
は
、
東
山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
古
点
と
、
石
山
寺
旧
蔵
（
東
京
教
育
大
学
現
歳
）
金
剛
頂
唸
伽
修
習
耽
慮
遮
型
二
厚
地
法
天
暦
三
年
点

（
’
）

が
乙
点
図
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
筆
者
は
、
乙
点
図
の
訓
点
資
料
を
石
山
寺
経
蔵
と
東
寺
金
剛
蔵
か
ら
見
出
し
た
。
管
見
に
入
っ
た
の
は
次
の
文
献
で
あ
る
。

1
、
金
剛
頂
磁
伽
中
略
出
念
読
経
彗
四
四
巻
角
筆
点
寛
平
－
延
喜
頃
加
点
（
自
点
は
叡
山
点
）
　
石
山
寺
蔵

2
、
息
災
護
摩
次
第
私
記
一
帖
　
承
平
七
年
頃
朱
点
　
石
山
寺
蔵

3
、
聖
閻
受
徳
迦
大
神
験
念
罰
法
一
帖
　
平
安
中
期
自
点
　
石
山
寺
蔵

4
、
蘇
悉
地
経
巻
上
一
帖
　
平
安
中
期
朱
点
（
石
山
寺
一
切
経
三
三
，
聖
ハ
〇
号
）
　
石
山
寺
蔵

5
、
蘇
悉
地
経
巻
上
一
帖
　
平
安
中
期
朱
点
（
石
山
寺
一
切
経
附
一
四
六
号
）
　
石
山
寺
蔵

6
、
仏
説
報
恩
経
　
六
帖
　
平
安
中
期
角
筆
点
・
自
点
（
石
山
寺
一
切
経
三
二
堕
元
「
三
四
号
）
　
石
山
寺
蔵

（10）

7
、
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
　
十
巻
　
平
安
中
期
末
日
点
一
石
山
寺
蔵

8
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
二
巻
、
胎
蔵
略
述
一
巻
　
平
安
中
期
失
点
（
宇
多
法
皇
加
点
か
）
　
東
寺
金
剛
蔵

こ
れ
に
よ
る
と
、
乙
点
図
は
平
安
中
期
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
最
も
古
い
の
は
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
で
、
最
下

限
は
右
指
の
7
で
あ
る
が
、
年
代
の
判
明
す
る
所
で
は
、
天
暦
以
前
の
平
安
中
期
前
半
が
多
事
。
加
点
者
の
素
性
が
判
る
の
は
、
天
台
宗

比
叡
山
の
憐
照
、
仁
和
寺
の
字
多
法
皇
（
天
台
宗
と
関
係
あ
り
）
、
仁
和
寺
寛
忠
で
あ
る
。
内
容
か
ら
見
て
素
性
の
推
定
さ
れ
る
も
の
に
金

剛
頂
諭
伽
中
略
出
念
説
経
が
あ
る
。
こ
の
経
に
は
角
筆
点
と
は
別
に
、
そ
れ
よ
り
後
か
ら
自
点
と
朱
点
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
白
・
朱
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点
と
も
ヲ
コ
ト
点
法
は
点
図
集
に
い
う
「
叡
山
々
本
」
と
あ
る
点
法
で
あ
る
。
俗
に
叡
山
点
と
呼
ば
れ
る
。
築
島
博
士
は
「
そ
の
名
称
の

通
り
に
天
台
宗
所
用
玖
点
」
か
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
そ
の
も
の
が
天
台
宗
の
経
典
で
あ
る
と
い
う
。
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
と

時
を
接
す
る
、
金
剛
頂
喩
伽
中
略
出
念
蘭
経
が
、
全
く
同
じ
乙
点
図
で
あ
る
こ
と
は
、
乙
点
図
が
叡
山
に
出
自
を
持
ち
、
叡
山
に
係
り
の

あ
る
こ
と
を
一
層
強
く
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
乙
点
図
は
、
寛
忠
に
至
っ
て
仁
和
寺
真
言
宗
に
も
流
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
説
か
れ

る
如
く
、
天
台
宗
比
叡
山
か
ら
仁
和
寺
（
草
創
期
は
天
台
宗
）
　
に
伝
え
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
筆
点

は
、
そ
の
時
期
か
ら
見
て
、
天
台
宗
叡
山
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
名
字
体
の
内
の
省
画
体
や
字
音
表
記
が
、
寛
平
八
年
点
に

通
ず
る
こ
と
な
ど
も
そ
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
仮
名
字
体

図二第
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角
筆
点
の
仮
名
字
体
は
、
第
二
図
の
よ
う
に
信
納
せ
ら

（u）

れ
る
。
一
見
し
て
、
女
手
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
で
あ
る
。
し
か
し
子
細
に
眺
め
る
と
、
省
画
体
も
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
四
十
八
の
音
節
に
つ
い
て
、
女
手

へ

1

2

）

と
省
画
体
と
の
使
い
ざ
ま
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
a
、
女
手
の
み
が
使
わ
れ
て
い
る
音
節
…
…
…
3
1

イ
ウ
衣
オ
キ
ケ
コ
サ
シ
セ
ソ
チ
テ
ニ
ヌ
ノ
へ
ホ
ム
メ

モ
ユ
江
ヨ
ラ
ル
レ
ロ
ヰ
ユ
ヲ

b
、
女
手
も
省
画
体
も
交
用
す
る
音
節
…
…
…
1
4

ク
ス
ツ
ト
ナ
ネ
ハ
ヒ
フ
マ
ミ
ヤ
リ
ワ
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C
、
省
画
体
の
み
が
使
わ
れ
る
音
節
…
…
…
3

ア
カ
タ

こ
の
内
、
2
の
交
用
の
実
情
を
分
析
す
る
と
、
使
用
量
が
女
手
に
偏
っ
て
い
て
・
省
画
体
の
例
が
少
い
「
ふ
・
ま
・
み
・
も
・
や
」
な

ど
が
あ
る
。
こ
の
事
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
角
筆
点
の
仮
名
字
体
は
女
手
が
主
調
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

H
　
省
画
体
の
仮
名
字
体

次
に
、
省
画
体
の
仮
名
字
体
を
見
る
と
、
「
了
」
〓
こ
二
・
＼
」
（
ヤ
）
、
の
よ
う
に
珍
し
い
字
体
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
ら
は
平

安
中
期
の
訓
点
資
料
で
も
珍
し
い
字
体
で
あ
っ
て
、
ヲ
コ
ト
点
に
乙
点
図
を
使
う
点
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
字
体
で
あ
っ
た
。
乙
点
図

を
使
う
訓
点
資
料
の
仮
名
字
体
が
、
諸
資
料
問
で
殆
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
既
に
こ
の
系
統
に
師
資
相
承
の
風
潮
が
生
じ
た
反

（13）

映
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
に
つ
い
て
は
別
稿
に
指
摘
し
た
。
中
で
も
、
「
寸
」
（
ス
）
・
「
て
」
（
テ
）
・
「
三
（
マ
）
、
「
・
＼
」
（
ヤ
）
、

「
ヱ
（
ラ
）
が
特
数
的
で
あ
る
と
し
た
が
、
こ
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
角
筆
点
で
も
こ
の
字
体
を
用
い
て
い
て
一
致
す
る
。
他
の
省
画
体
も

「
l
「
ヱ
r
上
「
じ
」
「
三
」
な
ど
一
致
度
が
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
角
筆
点
に
お
け
る
、
ヲ
コ
ト
点
と
省
画
体
と
の
使
用
環
境
が
、
他
の

乙
点
図
を
使
用
す
る
も
の
と
同
じ
環
境
に
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

⇔
　
女
手
の
字
母
・
字
体

女
手
の
字
母
を
見
る
と
、
原
則
と
し
て
∵
音
節
に
一
字
母
で
あ
っ
て
（
一
昔
嬰
一
字
母
は
「
以
伊
」
「
き
支
」
「
仁
旦
　
「
末
万
」

「
乎
遠
」
）
、
し
か
も
そ
の
字
母
は
現
行
平
仮
名
の
字
母
に
通
ず
る
。
同
様
の
字
母
を
持
つ
も
の
に
、
平
安
中
期
の
物
語
・
消
息
な
ど
の
実

用
の
仮
名
文
が
あ
る
。
今
、
土
左
日
記
の
音
符
書
民
本
の
仮
名
字
母
字
体
と
比
較
す
る
と
、
第
三
図
の
よ
う
に
な
る
。

（14）

（
青
箱
書
屋
本
は
池
田
亀
鑑
博
士
の
整
理
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
。
各
欄
上
段
が
青
箱
書
屋
本
の
字
体
と
使
用
数
、
下
段
が
沙
弥
十
戒
威
儀
経
角
筆
点
ゐ
女
子

字
体
）
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こ
の
表
か
ら
次
の
事
が
分
る
。

1
、
全
体
と
し
て
両
文
献
の
、
女
手
の
字
母
が
よ
く
一
致
す
る
。
角
筆
点
の
女
手
は
、
青
糸
書
良
木
に
殆
ど
摂
せ
ら
れ
る
。
大
き
な
相
違

は
、
「
サ
」
と
角
筆
点
の
「
岬
」
「
至
　
で
あ
る
が
、
角
筆
点
の
「
七
、
」
は
、
偶
主
左
日
記
青
聖
点
本
に
は
現
れ
な
い
が
、
平
安

中
期
の
虚
空
蔵
菩
薩
念
茄
次
第
紙
背
仮
名
消
息
や
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
落
書
に
は
現
れ
て
い
る
。
「
至
も
前
者
の
消
息
に
あ
る
。

2
、
字
母
と
し
て
、
訓
点
資
料
に
は
現
れ
難
い
が
仮
名
文
に
は
普
通
に
用
い
る
「
九
」
（
ス
）
、
「
謹
（
ヲ
）
が
角
筆
点
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

3
、
字
体
は
、
草
体
か
ら
独
立
し
た
略
草
の
字
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「
八
」
T
コ
「
竺
「
‥
コ
「
七
、
」
「
J
ユ
「
至
「
上
」
「
に
」
「
竺

「
は
」
「
±
「
へ
」
「
よ
」
「
ご
「
や
」
T
A
T
⊥
「
至
「
き
「
カ
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
っ
て
・
両
文
献
に
共
通
し
て
い
る
。

4
、
字
体
の
中
に
は
、
全
体
的
に
角
筆
点
の
方
が
古
体
（
草
体
に
近
い
）
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
青
箱
書
屋
本
が
少
く
と
も
二
度

の
転
写
を
経
て
い
る
た
め
に
後
世
の
字
形
の
影
響
が
あ
る
（
二
字
踊
字
に
著
し
く
現
れ
て
い
る
）
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

角
筆
点
の
字
体
の
方
が
、
当
時
の
平
仮
名
の
消
息
な
ど
の
字
体
に
合
う
も
の
も
あ
っ
て
、
む
し
ろ
角
筆
点
の
女
手
の
字
体
が
、
当
時

の
女
手
の
実
情
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
綜
合
す
る
と
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
筆
点
の
仮
名
は
、
当
時
の
女
手
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
を
主
調
と
し
て
い
る
こ
と
が
分

っ
た
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
角
筆
点
は
天
暦
以
前
に
お
け
る
女
手
、
即
ち
平
仮
名
の
実
物
を
、
直
接
に
、
多
量
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

天
暦
以
前
の
平
仮
名
の
資
料
が
少
な
く
、
現
存
し
て
い
る
消
息
な
ど
も
仮
名
の
量
が
少
か
っ
た
り
、
土
左
日
記
の
よ
う
に
臨
革
で
あ
っ
た

り
す
る
現
状
で
は
、
平
仮
名
研
究
の
好
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
平
安
中
期
の
仏
書
の
訓
点
に
お
い
て
、
女
手
を
主
調
と
し
て
加

点
す
る
こ
と
は
珍
し
い
事
柄
で
あ
る
。
他
に
は
唯
一
つ
、
同
じ
く
石
山
寺
蔵
求
開
持
法
応
和
頃
点
の
仮
名
が
女
手
本
位
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
（
「
九
」
「
主
な
ど
を
用
い
る
の
も
一
例
で
あ
る
）
が
、
実
は
こ
れ
も
角
筆
点
で
先
ず
加
点
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
か
ら
そ

の
上
を
墨
書
で
忠
実
に
な
ぞ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
て
み
る
と
、
聖
教
の
訓
点
仮
名
に
女
手
を
主
調
と
し
て
加
点
す
る
こ
と
と
角
筆

を
以
て
加
点
す
る
こ
と
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
角
筆
点
の
表
記
上
の
特
質
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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肖
癖
字

仮
名
二
字
の
踊
字
に
次
の
符
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

徐
や
‥
1
＼
（
l

g
l
）
先
や
‥
1
、
徐
（
1

6
2
、
誤
点
に
気
づ
き
抹
消
し
た
も
の
か
）
琴
淘
九
五
十
～
て
て
（
ナ
レ
く
シ
ク

シ
テ
）
（
7

9
）

（
1
5
）

い
ず
れ
も
、
未
だ
点
二
つ
の
形
態
で
あ
る
。
踊
字
の
沿
革
か
ら
見
る
と
、
こ
の
形
態
は
平
安
中
期
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
中

期
末
に
は
、
上
の
点
が
短
線
に
変
形
し
始
め
る
。
東
寺
蔵
金
剛
頂
略
出
経
平
安
中
期
末
点
に
は
「
栄
潔
『
7
1
し
」
と
あ
る
。
正
暦
二

年
（
九
九
一
）
点
の
聴
伽
護
摩
儀
軌
に
も
こ
の
形
態
が
あ
る
。
後
に
は
こ
の
短
線
が
更
に
伸
び
て
下
の
点
と
一
筆
に
な
っ
て
「
〈
」
が
生

ま
れ
る
が
、
こ
の
角
筆
点
の
摘
字
は
末
だ
古
形
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
事
か
ら
も
角
筆
点
の
時
期
を
平
安
中
期
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
、
音
韻

国
語
音
と
漠
字
音
と
に
分
け
て
、
時
代
的
な
性
格
を
述
べ
、
角
筆
点
の
特
徴
に
解
れ
る
。
（
以
下
角
筆
点
の
挙
例
1
こ
当
っ
て
は
、
仮
名
は
片

仮
名
に
改
め
・
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
示
し
た
・
仮
名
の
中
・
女
手
と
省
画
体
と
は
印
刷
の
都
合
上
、
必
要
な
も
の
以
外
は
区
別
し
な
い
。
但
し
「
入
」
は

「
ん
」
で
表
し
た
。
）

一
、
国
語
音

l
、
ア
行
の
衣
と
ヤ
行
の
江
と
の
区
別

「
を
が
一
例
、
「
・
ピ
が
二
例
あ
る
。
但
し
「
江
」
は
、
和
語
の
例
が
な
く
、
洪
字
音
の
例
で
あ
る
。

〔
衣
〕
搾
覇
王
有
五
事
（
2
1
9
）

七
イ
江
イ
’

〔
江
〕
巫
堅
盛
道
（
6
5
）

セ
江
7
セ

決
豆
若
草
稟
（
m
）
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丁
も
ル
（
訳
）
」
は
多
く
の
中
か
ら
選
び
出
す
意
で
あ
り
、
「
阜
フ
プ
」
と
同
源
の
語
と
さ
れ
る
。
丁
も
ル
」
の
仮
名
迫
を
確
か
め
る
平
安
初

（16）

期
以
前
の
用
例
を
知
ら
ぬ
が
、
「
亭
フ
プ
」
は
例
が
多
く
、
い
ず
れ
も
ア
行
の
「
衣
」
で
あ
る
。
従
来
、
奥
村
栄
実
が
ヤ
行
の
↓
江
」
と

し
た
の
を
、
大
矢
透
博
士
が
、
『
青
首
衣
延
辞
証
禰
』
で
ア
行
の
「
衣
」
と
証
足
さ
れ
た
こ
と
ほ
良
く
知
ら
れ
る
。
岩
崎
文
庫
本
古
文
尚

書
平
安
中
期
（
豊
頃
）
点
に
も
、
醇
二
匹
と
あ
り
、
「
昌
盛
」
と
使
い
分
け
ら
れ
て
．
い
る
。

江
－
－
と
セ

一
方
・
「
野
は
喉
音
影
母
三
等
に
屈
し
、
「
菓
」
は
喋
音
喰
母
四
等
に
屈
す
る
。
同
字
母
の
漢
字
は
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
で
は
ヤ

江
7

行
の
「
江
」
で
表
さ
れ
る
。

江妖
（
喉
昔
影
母
三
等
）
　
（
大
唐
三
蔵
玄
英
法
師
妾
啓
盲
点
）

江
イ

九
－
忌
（
喉
音
囁
母
四
等
）

E
▲焙
（
喉
苦
境
母
四
等
）
　
（
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点
）

従
っ
て
、
こ
の
角
筆
点
は
ア
行
の
「
を
と
ヤ
行
の
「
ピ
と
が
音
韻
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
区
別
の
乱
れ
は
早

エ

く
、
大
智
度
論
天
安
二
年
（
八
五
八
）
点
の
「
得
」
が
大
坪
併
治
博
士
に
指
摘
さ
れ
（
筆
者
未
確
認
）
、
天
壁
ハ
年
（
九
四
七
）
日
本
紀
責

宴
和
歌
や
、
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
醍
醐
寺
五
重
塔
落
書
に
あ
る
が
、
一
方
石
山
寺
内
供
淳
祐
（
八
九
〇
－
九
五
三
）
の
点
本
に
は
区
別

が
あ
り
、
そ
の
蘇
悉
地
指
定
経
略
疏
天
暦
五
年
点
が
区
別
の
下
限
と
さ
れ
、
天
暦
以
後
の
訓
点
資
料
に
は
区
別
は
記
．
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
角
筆
点
は
、
降
っ
て
も
天
暦
ま
で
で
あ
っ
て
、
加
点
時
期
は
延
喜
以
後
天
暦
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
7
行
の
オ
と
り
行
の
ヲ
と
の
用
法

オ
と
ヲ
と
が
、
所
謂
歴
史
的
仮
名
迫
に
対
し
て
区
別
を
乱
し
た
例
が
平
安
中
期
以
前
に
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
角

筆
点
で
は
、
仮
名
書
例
が
多
い
の
に
、
総
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
（
尚
、
字
音
の
関
係
例
も
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
。
（
　
）
内
）

ァ

ヶ

ォ

ヶ

　

　

ォ

タ

こ

と

　

　

オ

ク

　

　

ナ

ー

ス

　

　

オ

ー

　

　

オ

ノ

れ

　

　

オ

レ

　

　

オ

ホ

フ

　

　

　

　

ォ

ホ

フ

　

　

ォ

ん

ハ

・

　

　

　

　

　

オ

ん

ハ

ん

　

　

オ

（

叉

）

l

よ

　

　

オ

（

モ

）

フ

ト

〔
オ
〕
着
安
1
I
O
　
置
2
3
2
　
起
‖
9
　
起
糾
　
声
1
3
5
　
己
作
　
己
2
7
　
覆
1
1
0
2
3
1
　
蔽
3
5
　
欲
2
6
1
g
1
2
0
0
轡
欲
9
3
　
欲
　
1
0
3
　
欲
1
3
9

オ
ん
　
　
　
　
オ
モ
（
フ
十
）
　
　
　
　
　
　
　
オ
ウ
レ
ナ

欲
m
　
趣
　
7
8
　
　
（
優
劣
6
9
）



’
シ
ノ
　
　
　
　
ブ
ノ
　
　
　
　
　
　
’
ハ
て
　
　
　
ヲ
ハ
れ

〔
ヲ
〕
惜
別
　
斧
雨
　
飯
田
9
5
　
已
1
3
8
’
ハ
ナ
ハ
　
　
　
ブ
ハ
（
チ
）

飯
畢
1
9
3
　
責
．
1
’
ハ
て
　
　
　
　
　
’
へ
は

畢
尭
m
　
尭
2
5
7

’

へ

ヌ

ト

キ

未
　
詰
2
1
5

村仲占“諷角期中安平経俵威戒十
、
弥沙蔵寺山石

3
、
ワ
行
の
ヮ
・
ヰ
・
ヱ

「
こ
　
「
へ
」
と
「
ヱ
」
の
区
別
を
乱
し
た
例
が
、
平
安
中
期
の
文
献
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
角
筆
点
は
総
て
区
別
さ
れ
て
古

用
に
叶
っ
て
い
る
。

よ
　
カ
ワ
カ
　
　
　
　
カ
ワ
カ
シ
て

〔
ヮ
〕
令
レ
燥
M
　
燥
冊

ヰ

　

　

モ

チ

＋

キ

　

　

ヰ

る

こ

と

　

ヰ

ん

　

ヰ

よ

　

　

＋

〔
ヰ
〕
椚
m
　
起
住
Ⅲ
　
須
　
7
5
　
以
　
3
5
　
用
富
急
　
用
2
6
3
　
（
悸
帳
旦

ソ

エ

ー

一

　

　

　

　

　

ユ

ヱ

に

ト

ナ

ラ

ハ

　

エ

〔
ヱ
〕
所
以
1
0
2
　
是
故
1
0
6
　
故
　
1
0
0
　
（
稜
宝
3
6
）

ユ
エ

4、

ハ
行
音
（
語
中
語
尾
）

ハ
行
転
呼
音
と
な
っ
た
例
が
、
特
定
語
に
は
平
安
初
期
か
ら
既
に
知
ら
れ
る
が
、

イ

ハ

タ

　

　

　

イ

バ

ー

タ

　

　

　

　

ー

イ

ハ

、

オ

ん

ハ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

ん

ハ

ん

　

　

　

ん

ハ

ヲ

　

　

モ

バ

ク

〔

ハ

〕

言

2

0

0

　

謂

　

1

0

▲

　

飯

川

　

欲

　

2

6

1

3

1

2

0

0

2

6

3

　

欲

　

9

3

一

2

2

一

封

こ
の
角
筆
点
に
は
一
例
も
な
い
。

’
ハ
ナ
（
　
　
　
’
ハ
（
ナ
）

畢
　
1
m
．
寛
．
1

7

ヲ

ビ

ス

，

キ

　

　

　

イ

ヒ

　

　

　

イ

ヒ

　

　

　

　

イ

ヒ

ん

ナ

7

ツ

（

フ

）

〔
ヒ
〕
浣
濯
　
7
3
　
飯
川
　
曹
7
2
　
言
調
　
山
ウ

タ

カ

ヒ

　

　

ソ

コ

ナ

ヒ

　

　

’

カ

ヒ

【

　

’

ト

ヒ

疑

・

7

3

　

残

　

5

2

　

両

4

7

　

設

9

3

1

0

6

1

2

8

1

7

1

2

日

7

チ

ッ

7

　

　

　

　

7

デ

カ

フ

こ

と

　

　

　

　

イ

サ

フ

こ

と

　

　

　

イ

7

〔
フ
〕
浄
　
1
7
　
浄
　
2
0
9
　
　
尾
　
1
1
2
　
言
1
6

へ

　

　

　

　

　

へ

　

　

イ

ヘ

　

　

イ

ヘ

〔
へ
〕
操
1
6
3
2
2
3
2
3
1
2
2
5
　
洗
2
3
5
　
洒
舎
5
2
　
舎
2
2
6

タ

1

へ

y

　

　

　

チ

カ

へ

　

　

　

　

′

コ

へ

　

　

　

　

　

　

へ

出
家
　
7
　
誓
3
0
　
拭
1
2
2
　
問
間

オ
ホ
7
　
　
　
　
オ
ホ
フ
　
　
　
　
ナ
ホ
十
　
　
　
　
ナ
ホ
◆
こ
と
t
は

〔
ホ
〕
蔽
3
5
　
援
M
　
直
9
7
　
直
　
封

イ
ブ
こ
と

言
　
Ⅲ

ウ
（
シ
）
ナ
へ
’
ん

失
　
Ⅲ

ん
カ
へ
ウ
プ

攻
伐
椚

ナ
ホ
′
シ
ナ

直
　
M

（
ト
）
イ
ブ
こ
と
を
　
　
イ
フ
コ
ト
（
ナ
カ
レ
）
　
　
　
　
イ
7

有
　
銅
　
　
靡
　
田
　
　
　
為
1
2
6
川

ヘ
　
　
　
　
ス
◆
カ
へ
シ
　
　
　
　
カ
へ
よ
　
　
　
　
　
　
カ
へ
ナ

念

2

3

　

耕

撃

5

3

　

易

1

3

3

2

3

5

　

易

2

2

0

’
へ
は
　
　
　
　
　
’
へ
’
ト
＋

売
2
5
7
　
未
責
〓

’
（
て
’
ハ
て
’
（
h

畢
寛
2
2
1
已
∬
已
1

3
3

恐
蕾
採
m

ヒ
＿
ヒ

ナ
（
モ
）
フ
ト
ロ
7
エ
フ
′
レ
t
．
．
7

欲
1

悶
乞
，

2
碁
1

3
0
位
i
5
2

反
川

2
随
川
2
1
2
堅
㌦

カ
へ
て
へ

5
、
「
ウ
ス
ク
マ
ル
」
の
仮
名
遣

ク
ス
タ
†
ナ
　
　
　
　
　
ウ
ス
タ
▼
，
亡
は

侶

　

1

5

7

　

　

路

　

2

3

7

「
ウ
ス
ク
マ
ル
」
の
仮
名
を
付
し
た
例
が
二
例
あ
る
。
共
に
「
ズ
」

で
あ
っ
て
「
ヅ
」
で
は
な
い
。
こ
の
仮
名
迫
は
『
疑
問
仮
名
迫
』
で

0

「
ツ
」
と
さ
れ
て
以
来
、
「
ズ
」
か
「
ツ
」
か
不
定
で
あ
っ
た
が
、
平
安
初
期
中
期
の
訓
点
の
用
例
に
よ
っ
て
「
ス
」
に
荏
足
し
た
。
本
資
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料
も
そ
れ
に
加
わ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
1
～
5
の
仮
名
迫
は
、
こ
の
角
筆
点
が
天
暦
以
前
の
古
．
用
に
合
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

6
、
音
便

音
便
は
、
土
日
便
・
ウ
音
便
・
翌
日
便
・
促
音
便
の
い
ず
れ
も
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
非
音
便
形
も
あ
る
。
（
（
　
）
内
に
示

す
）

シ
＿
・
ツ
イ
て

〔
イ
音
便
〕
却
　
間

カ
ウ
ヘ

〔
ウ
音
便
〕
頭
m

〔
授
音
便
〕
　
〔
m
〕

〔
n
〕

ク
ス
′
†
ナ

〔
促
音
便
〕
侶
　
即

チ
7
，
ナ

譲

　

1

8

5

）

プ
題
7
t
イ
ナ

串

　

1

7

0

†

ウ

せ

　

　

　

ヤ

ウ

〈

日
間
　
徐
間

7
ヽ
ク
ん
て
　
　
コ
ん
プ

慎

3

1

　

醤

m

’
ハ
ナ
ハ

飯
畢
　
1
9
3

カ
へ
て
　
　
　
　
　
’
ナ

反

1

0

3

　

先

1

5

3 ヒ
◆
ナ
　
　
　
　
ビ
十
（
ナ
）
　
　
　
ソ
・
◆
（
ナ
）

（
牽
1
2
5
・
曳
2
5
1
・
漬
2
3
9
）

「

ヤ

ウ

〈

（
先
」
1
5
2
は
誤
写
を
抹
消
し
た
も
の
）
ヤ
ク
ヤ
ク
に
シ
ナ

（
徐
　
1
6
）

ナ
ん
ナ
　
　
　
　
　
　
ナ
ん
ナ

卿
川
川
2
　
汝
1
2
3

タ
て
　
　
　
ト
，
▼
て

起
1
3
1
　
止
　
1
1
7

ス
タ
ブ
ナ
　
　
　
　
7
ケ
プ
ル
フ
て

〔
ハ
行
の
音
便
〕
　
a
、b、

オ
ホ
7
て

済
　
㌶
　
拝
領
　
2
5
9
　
薇
　
3
5

7

’

て

　

　

　

　

　

　

’

（

て

洗
1
3
3
日
2
　
呼
m

（
聖
2
1
1
）

’
ハ
て
　
　
　
　
’
　
ハ
．
て

己
　
妬
　
畢
責
2
2
1

7

ル

フ

て

　

　

　

　

ノ

コ

フ

て

振

　

m

　

拭

　

1

1

2

m

ウ
ナ
ナ
　
　
　
　
ウ
チ
て

（
撃
m
　
挑
m

ハ
ク
ビ

7
ラ
フ
（
チ
）
　
　
　
ノ
三
三
チ
）

漢

　

M

　

拭

　

1

－

1

1

7

3

2

5

7

ト
少
て
　
　
　
　
ト
り
（
チ
）
．
　
バ
ナ
ナ
て

捉
1
3
6
　
接
∴
墾
　
放
　
5
7

1．3

△

ゥ
音
便
に
は
活
用
語
の
例
が
見
当
ら
な
い
。
（
ハ
行
の
音
便
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
撥
音
便
に
は
「
ん
」
で
表
記
す
る
も
の
と
、
「
ヲ
ハ
ナ

．
こ
の
よ
う
に
零
表
記
の
も
の
と
が
あ
る
。
土
左
日
記
青
森
吉
良
本
の
「
よ
ん
だ
る
」
（
詠
）
と
「
し
し
こ
」
　
（
死
に
し
子
）
と
に
散
す
れ

カ
へ
て

ば
、
「
ん
」
表
記
は
音
価
m
、
零
表
記
は
音
価
n
の
音
便
と
考
え
ら
れ
る
。
促
音
便
の
内
、
「
反
」
の
よ
う
に
語
幹
が
仮
名
書
で
「
て
」

が
ヲ
コ
ト
点
で
表
さ
れ
た
も
の
は
、
活
用
語
尾
を
省
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
ウ
ス
ク
マ
テ
」
の
よ
う
に
「
テ
」
ま
で
仮
名
書
の

L
r
H
y
て

例
も
あ
り
、
非
音
便
形
に
は
「
捉
」
の
よ
う
に
活
用
語
尾
を
表
記
し
て
あ
る
の
で
、
音
便
の
零
表
記
と
考
え
ら
れ
る
4
タ
行
・
ラ
行
四
段

動
詞
の
連
用
形
の
例
ば
か
り
で
あ
る
。
以
上
の
音
便
は
平
安
中
期
の
他
の
訓
点
資
料
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
ハ
行
の
音
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便
で
あ
る
。

ウ
ナ
て

ハ
行
四
段
活
用
の
連
用
形
が
助
詞
「
テ
」
　
に
続
い
た
形
は
、
こ
の
文
献
で
ほ
、
「
挑
」
の
別
訓
と
し
て
左
傍
に
記
さ
れ
た
　
「
バ
ラ
ヒ

ハ
ヲ
ヒ

（
て
）
」
を
除
く
と
、
総
て
連
用
形
の
原
形
「
ヒ
」
を
持
っ
て
い
な
い
。
a
「
フ
」
表
記
か
b
零
表
記
か
で
あ
る
。
b
零
表
記
は
、
促
音
便

や
授
音
便
n
を
等
表
記
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
、
こ
れ
と
同
音
と
認
め
た
か
又
は
近
い
音
と
認
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

現
行
の
音
便
の
炉
型
に
快
め
込
む
な
ら
ば
、
昔
内
の
促
音
的
な
昔
と
な
ろ
う
。
a
「
フ
」
表
記
が
、
．
も
と
同
音
を
表
す
（
7
ラ
フ
テ
・
ア

ラ
テ
と
同
一
語
に
両
形
が
あ
る
）
と
す
れ
ば
、
促
音
的
な
音
と
な
る
。
b
と
は
異
な
る
音
便
と
す
れ
ば
、
現
行
の
音
便
の
類
型
に
朕
め
込

む
と
ウ
音
便
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
文
献
で
は
ウ
音
便
は
「
ウ
」
で
表
記
さ
れ
る
上
に
、
仮
名
迫
と
し
て
「
フ
」
と
「
ウ
」
と
の
混
用
が

他
に
は
全
く
な
い
。
時
期
か
ら
見
て
ハ
行
転
呼
が
一
般
化
し
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
築
島
裕
博
士
は
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
盲

点
を
中
心
に
し
平
安
後
半
期
の
資
料
に
拠
っ
て
、
「
フ
」
表
記
を
、
－
要
e
V
l
賢
e
　
の
よ
う
に
i
の
脱
落
と
見
る
方
が
可
能
性
が
大
き
い

（17）

と
さ
れ
た
。
音
便
の
類
型
に
飲
め
込
む
な
ら
は
促
音
便
に
屈
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
文
献
の
「
フ
」
表
記
は
、
こ
の
方
向
で
考
え
る
と
時

、
期
の
上
か
ら
も
解
釈
が
出
来
る
。
．
し
か
も
b
零
表
記
と
の
関
係
も
理
解
し
易
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
新
し
い
問
題
が
起
る
。
ハ
行
四
段
動
詞
音
便
の
フ
表
記
は
、
比
較
的
後
の
も
の
に
優
勢
と
な
っ
て
来
る
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
築
島
博
士
の
挙
例
で
は
、
大
般
夏
経
一
〇
二
四
年
点
の
「
吸
」
が
最
も
古
い
こ
｛
あ
毎
沙
弥
十
戒
威
儀
経
角
笠
占
石
フ
表
記

ス
7
’

は
、
上
れ
よ
り
も
百
年
程
滞
る
。
確
か
に
、
失
点
・
自
点
・
墨
点
な
ど
で
は
平
安
中
期
の
訓
点
資
料
に
フ
表
記
は
管
見
で
も
見
出
し
賢

い
。
・
然
る
に
角
筆
点
の
場
合
に
ほ
平
安
中
期
点
に
現
れ
て
い
る
。
他
の
文
献
か
ら
例
示
す
る
。

▲
カ
ヒ
ナ
（
白
点
）

一
切
如
来
絡
摘
（
角
芸
）
草
由
萱
。
二
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
癒
伽
中
略
出
経
平
安
中
期
（
寛
平
－
延
喜
頃
）
点
）

シ
′
カ
フ
’

随
　
在
一
の
処
に
（
石
山
寺
蔵
求
開
持
法
応
和
頃
点
、
角
筆
点
・
朱
点
）

前
者
の
例
が
、
自
点
は
「
シ
タ
カ
ヒ
テ
」
と
非
音
便
形
で
あ
る
の
と
対
比
す
る
と
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
平
安
中
期
に
お
け
る
フ
表
記

が
角
筆
に
よ
る
加
点
と
関
係
の
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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7
、
長
母
音

轟
ク
イ
†
′
，
Ⅰ
　
　
t
　
七
十
一
’
◆
ナ
カ
ル
・
l
ツ
七

草
一
決
湖
池
一
堰
こ
塞
清
二
野
（
訂
）

文
意
は
、
自
然
の
沼
や
池
の
水
を
干
し
た
り
決
壊
し
た
り
し
て
魚
を
採
る
こ
と
を
戒
め
て
い
を
所
で
あ
る
。
「
ホ
シ
こ
の
下
の
「
イ
」
は

「
シ
」
の
長
音
化
し
た
も
の
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
新
撰
字
鏡
の
「
鈎
匁
伊
」
　
（
巻
六
）
や
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
の
「
野
と
同
趣
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
こ
こ
は
二
音
節
の
語
で
あ
る
。

8
、
母
音
交
替

不
誌
7
㌻
）
　
稽
（
葛
1
）

ス
】
二
′
’

前
者
は
0
1
u
、
後
者
は
u
l
a
の
交
替
例
で
あ
る
。
「
ん
サ
フ
ラ
」
は
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
莫
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
「
望
サ
フ

サ
て
」
（
氾
）
と
あ
る
が
、
「
ス
コ
フ
ラ
」
の
他
例
は
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。

9
、
「
ん
」
表
記

71

平
安
中
期
の
訓
点
資
料
に
は
「
莞
∵
ん
」
を
仮
名
と
し
て
用
い
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
角
筆
点
に
も
「
ん
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
m
u
に
は
他
の
仮
名
は
使
わ
れ
ず
、
一
方
m
O
は
「
毛
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
ん
」
は
次
の
場
合
に
使
わ
れ
る
。

の
l
　
投
音
便
の
内
m
の
音
便
（
前
述
）

回
．
涙
字
音
の
m
音
尾
（
後
述
）

カ
一
一
’
ん

㈹
　
漢
字
音
の
n
「
早
潜
」
の
一
例
（
後
述
）

ん

　

　

　

　

　

　

　

ん

国
　
漢
字
音
「
某
甲
」
（
上
、
「
博
貿
」
（
9
1
聖

的
　
助
動
詞
「
む
」
（
m
）

H
　
国
語
音
の
「
む
」
を
期
待
す
る
所
に
用
い
る

㈹
　
国
語
音
の
「
も
」
を
期
待
す
る
所
に
用
い
る
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助
動
詞
「
む
」
は
、
ヲ
コ
ト
点
と
仮
名
と
で
表
さ
れ
る
が
、
仮
名
の
場
合
は
総
て
「
ん
」
で
表
さ
れ
る
。
（
例
は
抄
出
）

シ
ノ
ん
ト
　
　
ク
レ
ん
　
　
　
サ
ツ
ケ
ん
　
　
　
ウ
（
シ
）
ナ
へ
ヲ
ん

得
　
3
0
　
晩
陀
　
授
　
間
　
失
　
1
1
1

の
伺
M
と
榊
の
「
ん
」
の
音
価
は
m
と
考
え
て
差
支
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
問
題
は
H
と
…
で
あ
る
。
全
例
を
挙
げ
る
。

ん

ヲ

　

　

　

　

7

サ

ん

ク

ー

ー

と

　

イ

タ

ん

こ

と

　

　

ん

サ

7

ヲ

　

　

タ

ん

に

　

　

さ

ん

至

と

　

ス

チ

ッ

ん

ル

こ

と

川
　
東
　
2
1
1
　
欺
　
3
2
　
傷
3
1
　
不
姦
3
7
　
汲
2
2
7
　
住
　
2
5
0
　
棄
　
2
6
2
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ん

バ

ラ

　

　

ト

ん

カ

ヲ

　

　

ト

ん

に

　

　

ん

ト

　

　

　

　

ツ

ん

　

　

ト

ん

シ

キ

㈹

一

3

2

　

徒

7

3

　

供

的

　

故

2

0

2

川

　

下

2

6

1

　

乏

㌶

ん
（
チ
）
ラ
は
　
　
ん
チ
ヲ
ハ
れ
　
　
ん
ク
ツ
メ
よ
　
　
ナ
（
ル
）
ト
ん

持
　
7
2
　
持
日
脚
　
持
　
1
1
6
　
為
　
9
3モ

（
ヲ

（
川
に
属
す
る
語
で
「
モ
」
で
も
表
し
た
も
の
。
一
弘

間
は
m
G
l
m
O
の
母
音
交
替
と
見
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

ん
ナ
7
ソ
（
7
）
　
オ
ん
ハ
ん

調
　
1
1
　
欲
鍋 し

ん
（
ル
）
こ
と

使

　

1

3

9

オ

ん

（

〇

　

　

オ

ん

て

　

，

ん

ツ

　

　

　

　

　

　

，

ん

テ

れ

　

　

ん

（

乙

む

欲

7

1

　

欲

2

0

0

　

持

出

的

2

1

3

m

　

持

2

1

6

　

持

1

0

毛
ナ
ヰ
十
　
　
　
タ
モ
（
チ
エ

須

　

7

5

　

持

　

1

5

9在
ト
鮮
　
輿
、
1
輿
望

し
か
し
m
O
の
音
節
に
「
チ
」
を
用
い
た
の
は
右
に
掲
げ
た
四
語
の
他

に
は
、
「
趣
」
（
其
二
語
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
m
O
の
音
節
ほ
殆
ど
一
様
に
母
音
交
替
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
他
音
節
め
母

オ
そ
（
▲
キ
）

音
交
替
が
特
定
語
か
一
部
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
極
め
て
違
例
で
あ
る
。
子
音
m
の
唇
音
が
、
円
唇
性
の
後
舌
母
音
u
・
0
と
似
る
こ
と

に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、
H
も
川
も
同
音
で
あ
っ
て
、
の
納
内
由
と
同
じ
く
m
で
あ
っ
て
、
母
音
を
伴
わ
な
い
閉
音
節
で
あ
る

と
い
う
解
釈
が
あ
る
。
こ
れ
は
全
例
を
統
一
的
に
説
き
う
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
が
、
同
一
語
に
「
ん
」
と
「
モ
」
と
両
表
記
の
あ
る
こ

と
な
ど
尚
、
考
え
ね
ほ
な
ら
ぬ
問
題
が
あ
る
。

l
「
漠
字
音

漢
字
音
は
、
呉
音
系
を
主
と
す
る
が
、
ま
ま
翌
日
と
見
ら
れ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

ナ
イ
ケ
チ
ホ
ウ
東

貞
潔
1

2
田
畝
6
3
博
食
間

漠
字
音
の
表
記
は
、
類
音
の
漢
字
に
よ
る
も
の
と
、
仮
名
書
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
・
字
典
に
よ
る
反
切
を
そ
の
表
記
の
ま
ま
に
附
し

た
も
の
組
な
い
。
撃
の
鐙
は
次
の
拍
の
で
あ
誓
文
急
事
悪

馳
辟
5

6
山
㌘
習
悪
習
弄
6
。
博
慧
博
食
間
禽
獣
5
6
書
酔
得
宗
悶
琴
慧
諾
・

5

チ
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19

1
、
三
内
責
苦
尾

尾
子
音
の
内
、
三
内
望
屋
は
、
唇
内
（
Ⅷ
）
I
ま
「
ん
」
、
舌
内
（
可
）
は
「
ニ
」
と
零
表
記
、
喉
内
（
3
丘
「
ウ
」
で
表
さ
れ
る
の
が
普

通
で
あ
る
。

〔
唇
内
m
〕
輿
誼
墾
高
配
卵
5
6
出
札
6
5

ゥ
一
－
ス
，
ウ
一
l
三
1
ん
す
至
と
チ
一
l
＝
7
－
－
＝
1
イ
シ
ホ
1
1
（
ス
〇
空
言
、
空

〔
舌
内
n
〕
（
ニ
）
温
訟
2
5
遅
行
川
5
早
済
6
7
珍
玩
封
桑
2
6
0
草
糞
M
堅
冗
3
6
1
度
的
9
5
飯
1
1
5
半
飯
1

3
1

▲
二
一
十
と
も
（
1

，
）
！
一

焚
焼
4

2
（
焚
）
焼
5
7

ク
ヘ
イ
シ
フ
ツ
せ
よ
タ
シ

（
零
表
記
）
遥
拝
1

3
1
禁
閉
－

0
脂
粉
1
1
存
3
2
弾
射
5
5
（
「
射
」
は
朱
書
禰
入
）

’

′

’

ク

　

　

　

7

ク

〔
喉
内
且
穀
指
事
　
禍
挟
5
2

こ
れ
ら
は
そ
の
方
式
に
よ
る
例
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
注
意
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

シ
ん
せ
よ
　
　
　
ナ
ん
＝
イ

〔
n
〕
問
訊
　
2
0
3
　
転
易
の

シ
フ
呂
ツ
　
　
　
　
　
呂
シ

〔
サ
〕
習
弄
5
5
　
習
弄
印

「
訊
」
は
疎
摂
震
韻
で
あ
り
、

「
転
」
は
山
摂
摘
韻
の
字
で
あ
る
か
ら
、
共
に
「
1
－
こ
と
表
す
の
が
、
本
文
献
の
舌
内
撥
音
尾
の
表

記
に
は
合
う
。
こ
れ
を
麦
記
し
た
「
ん
」
は
、
既
述
の
よ
う
に
m
音
か
マ
行
音
（
m
u
・
m
O
）
を
表
記
す
る
仮
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
例

は
空
目
尾
の
錯
誤
の
例
と
な
る
。
m
と
n
の
違
い
を
表
記
上
区
別
す
る
こ
と
は
一
般
に
は
平
安
時
代
に
は
保
た
れ
て
い
る
が
、
個
別
的
に

（罰）

は
平
安
初
期
の
点
本
に
も
あ
る
。

呂

次
に
、
「
習
弄
」
の
「
弄
」
は
送
韻
の
字
で
豊
日
で
あ
る
の
に
、
類
音
字
の

「
呂
」
は
遇
韻
の
無
韻
字
で
あ
り
、
こ
れ
を
宛
て
て
い
る
。

喉
内
壁
日
の
韻
尾
を
零
表
記
に
す
る
こ
と
は
仮
名
の
場
合
に
は
平
安
初
期
に
も
例
が
あ
る
が
、
類
音
字
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

カ
ー
〓
フ
ん
す

尚
「
ん
」
を
u
音
で
終
る
字
音
に
用
い
た
「
早
渉
」
（
6
7
）
一
例
が
あ
る
。
「
済
」
は
放
摂
の
字
で
あ
る
か
ら
無
韻
尾
で
あ
る
。
m
と
u

と
は
調
音
点
が
近
く
、
耳
で
聞
い
て
誤
る
こ
と
が
あ
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ナ
イ
ケ
チ
こ
し
て
　
　
コ
チ
タ
す
る
　
　
〔
普
】
　
セ
ナ
　
　
　
ツ
ナ
　
　
　
　
サ
ナ
ナ
も
こ
と

〔
舌
内
t
〕
貞
潔
　
4
3
　
乞
求
7
1
　
両
舌
1
5
　
帥
6
9
　
察
視
　
閏
（
「
サ
チ
」

雷

（

シ

）

て

　

ク

ウ

ホ

ア

　

　

　

シ

芸

も

　

　

シ

フ

昔

　

　

シ

フ

呂

シ

　

　

　

江

フ

〔
喉
内
p
〕
給
　
9
7
　
窮
乏
一
3
7
　
潟
2
3
3
　
源
2
1
1
　
習
弄
5
5
　
草
葉
2
6
▲

y

唇
内
入
声
ほ
、
他
に
一
例
「
俗
服
」
（
ェ
が
あ
る
。
・
「
ク
」
の
誤
脱
か
、
零
表
記
か
、

「
フ
」
で
表
さ
れ
る
。

ホ

タ

シ

　

　

　

　

ャ

タ

　

　

　

’

タ

　

　

　

　

　

’

タ

ブ

僕
使
3
2
　
疫
6
8
　
欲
取
m
　
酪
蘇
Ⅲ

ナ
ウ
レ
チ

は
祝
字
に
加
う
）
優
劣
6
9

誤
聴
か
評
か
で
な
い
。

三
内
翌
日
尾
と
三
内
入
声
の
表
記
を
、
ム
ニ
ウ
と
ク
チ
フ
で
表
す
こ
と
は
、
聖
語
歳
の
央
掘
魔
羅
経
や
阿
耽
達
摩
雑
集
論
な
ど
平
安
初

期
の
点
本
に
見
ら
れ
る
が
、
平
安
中
期
で
は
乙
点
図
の
点
本
に
共
通
す
る
表
記
の
よ
う
で
あ
る
。

3
、
拗
音

開
拗
音
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
表
記
は
、
仮
名
で
は
一

ナ
ウ
　
　
　
サ
ウ
　
　
　
上
す
′
（
ス
）
き
ー
と
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
ス
ク

高
床
洪
　
聖
7
7
　
歳
積
　
3
6
　
扇
経
由
　
宗
打

し
か
し
、
力
行
・
タ
行
や
ラ
行
も
そ
う
で
あ
る
。

カ
タ
す
る
こ
と
　
　
ケ
イ
ト
タ
　
　
　
’
タ

達
逆
　
2
2
　
塾
濁
7
g
　
歴
数
6
6

類
音
字
に
よ
る
表
記
は
、

鮎
輿
至
が
・
封
聖
も
．
離
書
禦
蜘
蜜

つ
の
直
音
に
す
る
か
、
類
音
字
か
で
表
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
特
に
サ
行
に
多
い
。

ス

ケ

　

　

　

　

ウ

．

1

ス

ウ

r

ツ

ウ

緊
落
2
0
2
。
温
訟
（
訟
」
の
母
音
交
番
で
あ
ろ
う
）

監
訂
監
帯
地
儲
5
5
山
抽
6
3

で
あ
る
が
、
「
博
如
」
へ
6
7
）
も
漢
音
「
シ
ョ
ク
」
を
直
音
に
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ヤ
」
「
こ
の
豪
記
は
僅
か
に
、
「
措
蒲
」

（
6
0
）
、
「
墾
す
ご
川

富
）
の
二
例
に
過
ぎ
な
い
。

開
拗
音
の
仮
名
表
記
は
平
安
初
期
か
ら
あ
り
、
ヤ
行
表
記
も
平
安
初
期
に
見
ら
れ
る
が
、
平
安
中
期
の
十
世
紀
に
は
多
く
な
。
、
一
方

（
n
）

藍
日
表
記
は
、
和
文
系
文
献
や
和
名
抄
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
訓
点
資
料
で
は
比
較
的
少
い
と
さ
れ
る
。
平
安
中
期
で
直
音
表
記
を
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y

タ

　

　

y

タ

ケ

ナ

用
い
た
文
献
に
、
石
山
寺
蔵
求
闘
持
法
応
和
頃
点
が
あ
り
、
「
日
蝕
」
「
蝕
」
と
い
う
表
記
で
あ
っ
て
本
文
献
と
共
通
す
る
』
求
閲
持
法

応
和
頃
点
も
角
筆
点
で
あ
り
、
女
手
使
用
の
文
献
で
あ
っ
た
。
直
音
表
記
が
和
文
系
文
献
の
表
記
上
の
特
徴
で
あ
る
な
ら
は
、
沙
弥
十
戒

威
儀
経
の
角
笠
点
が
、
女
手
を
用
い
て
い
る
こ
と
と
直
音
表
記
本
位
で
あ
る
こ
と
と
の
問
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、

カ

ケ

　

カ

　

l

′

石
山
寺
蔵
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
平
安
中
期
点
も
直
音
の
仮
名
表
記
（
冠
・
活
・
勅
な
ど
）
か
類
音
字
の
．
み
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

（

2

一

い
る
。
こ
れ
は
角
筆
点
で
は
な
い
が
、
乙
点
図
で
あ
り
、
そ
の
用
語
に
助
動
詞
「
ベ
イ
」
や
祷
助
動
詞
「
ハ
ペ
ソ
」
・
と
い
う
和
文
系
文
献

の
用
語
が
少
か
ら
ず
使
わ
れ
て
お
り
注
意
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

4
、
長
音

ト
オ
　
A

屠
児
打

国
語
の
単
音
節
語
の
発
音
が
長
音
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
平
安
初
期
以
前
か
ら
例
の
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
る
。
未
文
献
の
国
語
音
二

音
璧
囲
「
ホ
シ
イ
」
（
聾
の
例
は
先
に
述
べ
た
が
、
漢
字
音
に
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
新
撰
字
鏡
の
「
府
警
於
反
」
、
漢
書
楊
雄
伝
天

暦
二
年
点
の
「
狙
ソ
オ
落
」
　
「
儲
ト
オ
」
と
類
例
で
あ
り
、
土
左
日
記
の
「
と
う
そ
（
屠
蘇
）
」
に
も
通
じ
よ
う
。

ホ
′
七
ク

尚
、
略
音
か
と
思
わ
れ
る
、
「
ト
竃
」
（
6
5
）
が
あ
る
が
、
一
例
の
み
で
あ
り
、
省
記
や
誤
脱
と
も
考
え
ら
れ
て
確
か
で
は
な
い
。

5
、
所
謂
百
姓
読

＋嗜
酒
7
3

「
嗜
」
は
歯
音
禅
母
三
等
の
字
で
あ
る
か
ら
「
シ
」
の
仮
名
が
欲
し
い
。
一
方
、
勇
の
「
者
」
は
牙
音
群
母
三
等
で
あ
っ
て
、
こ
の
角

十

　

　

　

　

　

　

　

　

＋

筆
点
で
も
「
昔
年
」
（
盈
と
あ
る
。
「
嗜
」
は
、
こ
の
勇
の
音
に
引
か
れ
て
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

＋
ウ
　
　
　
　
　
　
ナ
ウ

倫
盗
5
　
倫
盗
3
2

2
1
．
　
「
倫
」
は
舌
音
次
清
一
等
、
透
母
字
で
あ
る
。
観
智
院
本
類
東
名
義
抄
に
「
倫
、
菅
琴
・
去
チ
ウ
」
　
（
仏
上
〓
ハ
）
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
・

－
　
3
2
行
の
「
チ
ウ
」
は
分
る
が
、
「
キ
ウ
」
の
仮
名
が
分
り
難
い
。
講
義
を
聞
く
問
に
、
1
－
k
を
聞
き
誤
っ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
0
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こ
の
種
の
理
解
し
難
い
字
音
の
仮
名
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

L
r
ク
タ
タ
ッ
　
　
　
　
チ
コ
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ス
ウ
す
る
こ
と
　
　
　
バ
ー
ー
ナ
ウ
　
　
　
　
へ
．
1
マ
イ

貯
一
畜
3
5
　
喝
飛
2
7
　
推
歩
　
6
6
　
等
笛
6
2
　
販
売
3
3
6
1

角
筆
で
は
あ
る
が
、
仮
名
の
読
み
方
に
は
間
違
い
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。

6
、
声
点
符

声
点
符
か
と
疑
わ
れ
る
三
例
が
あ
る
。

ク

ウ

ホ

ウ

　

　

1

r

ク

タ

ク

シ

窮
乏
一
訂
　
貯
一
畜
3
5
一
重
】
合
】
鉄
両
3
2

ト

′

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

′

「
乏
」
に
は
入
声
の
位
置
に
、
「
貯
」
も
入
声
の
位
置
に
、
「
圭
合
錬
」
に
は
上
声
の
位
置
に
「
〓
が
あ
る
。
「
貯
」
は
、
「
貯
」
が
遇
摂

去
声
字
で
あ
る
か
ら
、
仮
名
は
前
項
に
掲
げ
た
よ
う
に
不
審
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
ト
ク
」
の
仮
名
か
ら
す
る
と
喉
内
入
声
字
と
見
立
て

た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
「
圭
・
合
・
錬
・
両
」
共
に
量
目
の
単
位
で
あ
る
。
「
合
」
　
「
抹
」
を
上
声
と
す
る
の
も
不
審
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
が
、
目
下
声
点
符
以
外
に
は
考
え
よ
う
が
な
い
。
「
〓
を
声
点
符
に
使
う
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
、
古
語

拾
遺
・
日
本
書
紀
の
古
訓
や
親
鸞
の
加
点
本
に
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
例
が
少
い
。
平
安
時
代
に
は
、
角
筆
点
に
限
っ
て
声
点

符
に
こ
の
符
号
が
見
ら
れ
る
。
石
山
寺
蔵
漢
書
高
帝
紀
下
平
安
中
期
点
、
岩
崎
文
庫
戒
古
文
尚
書
延
喜
頃
点
、
同
毛
詩
平
安
中
期
点
、
漢

書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
、
石
山
寺
蔵
大
聖
歓
喜
天
法
平
安
中
期
点
の
角
筆
点
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
平
安
中
期
で
あ
り
、
角
筆

点
の
表
記
上
の
一
特
性
と
見
ら
れ
る
。
九
で
な
く
一
本
線
で
示
す
こ
と
は
角
筆
と
い
う
用
具
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

五
、
こ
の
稿
を
終
え
る
に
当
っ
て

以
上
、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
筆
点
に
つ
い
て
、
表
記
を
中
心
に
、
そ
の
音
韻
と
の
係
り
に
も
言
及
し
っ
つ
考
察
し
、
角
筆
点
の
特
性
を

探
ろ
う
と
し
た
。
角
筆
の
文
字
そ
の
も
の
が
、
そ
も
そ
も
表
記
行
為
の
上
で
特
別
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
ら
、
角
筆
点
の
特
性
も
表

記
面
に
強
く
現
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
角
筆
点
の
特
性
を
探
る
こ
と
だ
け
を
主
目
的
と
す
れ
ば
、
本
稿
は
そ
の
日
的
の
一
半
を
果
し
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3

人
ノ
ー

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
経
典
の
角
票
の
全
貌
を
、
平
安
中
期
訓
読
語
の
中
に
お
い
て
把
え
る
と
す
れ
ば
、
後
半
に
予
定
す

る
、
角
票
の
調
法
・
語
注
∵
語
彙
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
既
に
所
定
の
制
限
紙
数
に
達
し
、
後
半
サ
諸
事
象

に
絞
れ
る
余
裕
が
な
い
。
本
稿
が
、
こ
こ
で
一
先
ず
稿
を
終
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

沙
弥
十
戒
戌
依
珪
角
苦
の
調
苧
語
法
・
語
吾
、
平
安
中
期
訓
読
語
の
考
案
上
、
新
し
い
諸
種
の
材
料
を
提
供
す
る
。
そ
の
上
、

雲
に
は
「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
（
塗
」
の
二
例
を
始
め
、
代
名
詞
に
一
人
称
「
ア
レ
（
整
」
「
ア
ガ
（
我
）
」
や
「
オ
レ
（
己
）
」
が
見
え
、
和
文
語

と
さ
れ
る
、
「
フ
タ
ギ
（
塞
）
」
や
同
種
の
「
ケ
ツ
（
消
）
」
「
衣
ん
（
択
）
」
「
モ
ノ
ガ
ク
リ
ス
ル
」
「
ハ
ヤ
サ
オ
ソ
サ
（
早
晩
）
」
「
ナ
レ

〈
シ
ク
シ
テ
（
講
義
〇
」
、
敬
語
ゐ
「
タ
ブ
」
、
助
動
詞
「
ケ
リ
」
、
助
詞
「
ワ
ラ
ヒ
ツ
ツ
」
な
ど
が
姿
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の
角
筆
点
が
女

手
を
旺
い
直
音
表
記
を
す
る
と
い
う
、
表
記
上
の
特
性
と
併
せ
て
・
総
合
的
に
そ
の
特
質
を
考
察
す
る
好
材
料
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
の
後
半
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
を
期
し
た
い
。

（注）
（
1
）
角
筆
と
い
う
用
具
は
、
東
京
国
立
博
物
館
そ
の
他
に
伝
存
し
て
い
る
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
角
筆
二
具
は
、
竹
製
で
、
長
さ
十
九
糎
、
直
径
五
・

五
托
の
九
形
の
竹
の
樺
を
切
口
が
蒲
鉾
型
に
な
る
よ
う
に
裁
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
樺
の
先
端
止
竹
へ
ら
の
よ
う
に
削
り
、
飾
り
は
全
く
附
い
て

い
な
い
。
箱
の
書
に
よ
る
と
、
清
原
宜
条
が
調
進
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
官
道
子
賢
が
模
造
し
、
明
治
五
年
二
月
に
蟻
川
式
胤
が
献
納
し
た
と
あ

る
。
手
許
あ
り
、
特
に
先
端
は
使
い
古
し
た
よ
う
な
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
附
物
と
し
て
、
長
さ
七
柾
の
竹
製
の
長
ピ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

国
立
博
物
館
蔵
の
角
筆
は
、
柳
田
征
司
氏
の
注
意
に
よ
。
、
美
術
課
長
小
松
茂
美
博
士
の
好
意
に
よ
っ
て
実
見
す
る
機
を
得
た
。
他
に
、
東
京
大
学
史

料
空
所
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
由
で
あ
る
こ
と
が
最
近
判
っ
た
が
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。
又
、
書
陵
部
蔵
の
写
本
『
角
筆
記
雷
雲
記
』
に
よ
る

と
、
明
治
天
皇
の
侍
託
を
勤
め
た
高
辻
修
長
が
御
読
書
参
勤
の
折
に
、
「
慶
応
三
年
八
月
八
日
依
仰
、
角
筆
献
上
常
二
御
使
用
ア
リ
」
と
あ
り
、
そ
の

角
筆
の
形
状
や
用
途
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
象
牙
で
作
り
、
形
は
箸
の
如
く
、
長
さ
八
寸
、
直
径
二
分
玉
屋
・
先
端
を
尖
ら
せ
、
頭
部

に
は
花
蕾
を
彫
り
そ
の
下
に
長
方
形
の
孔
を
穿
ち
、
こ
れ
に
自
・
黄
・
紫
の
網
捻
糸
を
通
し
て
あ
る
。
蓋
し
、
書
籍
学
習
の
時
、
文
字
を
指
し
、
「
以

為
二
記
載
之
便
＋
也
」
と
い
う
。
俗
に
こ
れ
を
「
字
指
」
と
称
し
、
或
い
は
読
軸
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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鎌
倉
時
代
の
『
長
秋
記
』
や
『
後
探
草
院
御
記
』
な
ど
に
は
、
例
の
御
読
書
始
の
儀
式
の
用
具
の
一
つ
と
し
て
記
さ
れ
、
そ
の
材
質
や
形
状
の
説
明

も
あ
る
。
材
質
は
象
牙
又
は
竹
製
で
あ
る
が
調
進
す
る
博
士
家
の
家
柄
に
よ
っ
て
定
っ
て
お
り
、
飾
り
や
組
緒
の
色
も
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
2
）
　
後
探
草
院
御
記
の
、
建
治
二
年
六
月
廿
五
日
の
条
に
は
「
角
筆
長
五
寸
九
分
。
紫
白
糸
組
付
之
」
と
あ
り
、
永
仁
二
年
六
月
廿
五
日
の
桑
に
は
「
角

）林伸点筆角期中安評俵威戒十弥沙蔵寺山石

（3）（4）（5）

筆
長
六
寸
」
と
あ
る
。
角
筆
記
に
は
、
注
1
に
述
べ
た
よ
う
に
、
長
さ
八
寸
と
あ
る
。

拙
稿
「
平
安
初
潮
の
角
撃
点
資
料
」
国
語
学
七
十
八
韓
、
昭
和
四
十
四
年
九
月

田
中
稔
氏
・
加
藤
優
氏
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
田
中
氏
か
ら
志
与
さ
れ
た
写
真
に
よ
る
。

箱
蓋
表
に
墨
書
銘
が
あ
り
、
「
石
山
寺
一
切
経
内
」
と
し
て
所
収
経
名
を
列
挙
し
た
後
、
（
但
し
箱
内
に
実
存
す
る
経
巻
と
一
致
し
な
い
）
次
の
よ

う
に
あ
る
。

（注）

建
武
二
年
腎
月
八
日
虫
払
住
之

（
別
筆
）
「
康
安
元
晋
月
廿
四
昌
弘
義
之
」

（
又
別
筆
）
「
明
徳
元
讐
月
八
日
於
普
賢
院
虫
払
了
」

（
6
）
　
角
筆
点
に
は
、
新
旧
二
種
が
、
特
に
巻
首
の
部
分
に
あ
る
が
、
旧
は
主
と
し
て
押
潰
さ
れ
て
あ
る
。

（
7
）
．
横
尾
本
奥
云

慶
長
十
年
乙
巳
五
月
廿
七
日
於
二
高
雄
山
損
尾
平
等
心
王
院
一
書
〓
写
之
一
撃

友
等
全
空
乞
士

（8）（9）（10）

但
始
二
紙
俊
正
房
明
忍
苫
レ
之

同
年
十
月
廿
六
日
慧
雲
与
レ
予
一
校
了
　
明
忍

提
山
本
奥
云

明
治
州
四
年
於
二
京
都
壬
生
寺
一
括
夏
安
居
之
痴
以
〓
河
内
国
鬼
住
延
命
寺
及
南
都
英
由
寺
両
本
】
対
二
校
招
提
寺
本
一
【
其
英
田
寺
本
同
寺
基
持
大
在
曽

抄
二
写
我
捉
山
本
一
施
以
二
訓
点
一
耳
其
延
命
寺
本
係
二
如
法
山
荘
華
心
寺
旧
蔵
一
定
為
〓
良
木
一
助
払
こ
此
本
元
二
訂
正
】
央

明
治
三
十
四
年
七
月
十
五
日

唐
招
掟
律
寺
弘
律
沙
門
　
智
東
孟

中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
放
論
鰐
、
四
三
八
頁

築
島
裕
『
平
安
時
代
語
所
論
』
八
八
頁

石
山
寺
蕊
の
十
巻
に
わ
た
っ
て
乙
点
図
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
本
に
つ
い
て
は
既
に
大
坪
併
治
悸
士
が
「
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
昆
尼
圧
の
調
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さ
　
（
国
語
国
至
十
二
ノ
十
一
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
）
に
望
冒
れ
て
い
る
が
、
巻
第
一
～
七
と
巻
第
十
と
の
八
巻
に
存
す
る
と
さ
れ
、
「
ヲ

コ
去
…
は
、
円
書
だ
似
て
こ
れ
よ
り
も
萬
単
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
乙
点
回
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
度
の
調
査
で
明
ら

か
に
乙
点
国
で
あ
る
こ
と
を
琵
記
し
た
。

（
1
1
）
　
「
女
手
」
に
は
、
H
万
葉
仮
名
の
革
作
の
意
と
・
⇔
今
日
で
い
う
平
仮
名
の
意
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
⇔
の
意
味
で
あ
る
。
但
し
、
平
仮
名
は
、
万

・
禁
仮
名
の
苗
作
化
が
罰
致
さ
れ
送
に
は
元
の
漢
字
か
ら
独
立
し
て
国
語
音
を
写
す
独
特
の
仮
名
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
草
体
か
ら
平
仮
名
に
進
む
に

は
、
長
い
時
間
と
流
説
と
を
更
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
過
渡
の
時
期
に
は
草
体
と
一
紋
を
画
し
舞
い
も
の
も
あ
り
、
或
る
音
節
を
表
す
仮
名
は
漢

字
か
ら
全
く
変
宕
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
或
る
青
筋
を
表
す
仮
名
は
未
だ
草
体
を
留
め
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
現
行
の
平
仮
名
字
体
と
全
く
一
致

す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
短
篇
に
い
え
ば
活
字
印
刷
と
学
校
教
育
の
開
始
以
後
と
な
る
。
平
仮
名
と
連
綿
と
は
密
接
な
関
係
を
持
つ
よ
う
で
あ
っ
て
、

違
良
作
が
平
仮
名
、
逓
揺
作
で
な
い
も
の
が
草
体
と
見
る
区
別
も
成
立
ち
そ
う
で
あ
る
が
・
平
安
中
期
に
は
、
⇔
の
女
手
文
献
で
も
連
綿
で
な
い
も
の
が

少
く
な
い
。
音
符
再
良
木
土
左
日
記
も
杏
然
胎
内
文
書
も
連
詩
で
は
な
い
C
従
っ
て
、
連
綿
と
い
う
点
か
ら
も
弁
別
し
難
い
。
仮
名
組
粒
の
中
に
、
漢

字
の
草
体
か
ら
独
立
し
た
字
作
を
ど
れ
だ
け
含
む
か
、
字
母
が
ど
う
か
・
書
記
者
の
日
的
意
識
が
ど
う
か
等
か
ら
考
え
る
の
が
；
の
方
法
で
あ
ろ
う
0

（
望
省
画
体
と
は
、
平
安
中
期
の
仏
典
の
習
…
資
料
に
普
通
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
体
系
を
い
う
。
従
っ
て
省
画
で
な
く
て
も
画
数
が
少
画
で
あ
っ
て
、
省

西
経
と
二
稀
に
用
い
ら
れ
る
「
八
・
三
・
寸
」
は
省
画
体
に
含
ま
れ
る
。
又
、
乙
点
図
の
省
画
体
に
用
い
ら
れ
・
そ
の
特
教
と
な
っ
て
い
る
「
て
・
ら
」

や
、
平
安
中
期
の
仏
典
の
訓
点
資
料
に
共
通
に
用
い
ら
れ
る
「
し
」
「
へ
」
「
至
は
、
そ
の
字
体
か
ら
二
応
女
手
に
入
れ
た
・

（
空
　
相
塙
「
平
安
中
期
の
仮
名
字
体
と
訓
読
巨
国
語
と
国
文
学
昭
和
四
十
九
年
四
月

（
1
4
）
池
田
亀
鑑
日
吉
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』
第
三
部
の
「
土
左
日
記
諸
本
平
仮
名
字
体
統
計
表
」
に
よ
る
。
こ
の
表
の
内
、
活
字
と
ア
ラ
ビ

ア
数
字
で
示
さ
れ
た
も
の
（
青
箱
書
良
木
に
誤
脱
が
あ
っ
て
、
貫
之
自
筆
本
の
字
形
が
明
瞭
で
な
い
も
の
）
は
除
い
た
。

（
望
　
拙
稿
「
用
字
の
沿
革
読
詔
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
十
七
巻
一
号
・
昭
和
四
十
二
年
十
二
月

タ
ヲ
ひ

（
1
6
）
春
日
政
治
博
士
は
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
「
選
」
な
ど
を
指
摘
さ
れ
、
石
山
寺
蔵
金
剛
波
若
経
典
験
記
古
点
の
他
に
、
閉
経
四
分
律
古

点
、
一
字
頂
輪
王
俵
軌
音
義
の
例
を
も
指
摘
さ
れ
た
。
（
研
究
篇
四
八
頁
）
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築
島
裕
覇
鸞
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
、
研
究
篇
』
二
三
ハ
頁

注
1
7
文
献
の
＝
二
五
・
一
三
六
弓
　
「
若
干
の
問
題
点
は
あ
る
が
、
早
期
の
資
料
で
は
寧
ろ
「
ウ
表
記
」
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
て
、
比
較
的
後
の
も

の
に
「
フ
表
記
」
が
優
勢
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
」

ハ

ナ

チ

て

を

ホ

一

l

　

イ

タ

メ

ク

ル

（

シ

ム

）

　

を

本
文
は
「
放
レ
火
焼
二
山
林
】
、
傷
二
害
衆
生
こ
と
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
意
が
通
ぜ
ず
、
「
焚
焼
山
林
」
の
誤
脱
で
あ
ろ
う
。
法
進
の
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疏
に
は
「
焚
焼
山
林
」
と
あ
り
、
こ
の
方
が
下
旬
の
「
傷
害
衆
生
」
と
字
数
も
一
致
す
る
。
恐
ら
く
こ
こ
の
み
は
本
文
校
合
を
脱
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
訓
読
の
方
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
角
筆
点
の
加
点
者
が
所
持
し
た
本
文
と
関
係
な
く
、
正
し
い
本
文
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
そ
れ
を
加
点
者
が
機
械

的
に
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
角
筆
点
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
考
究
し
加
点
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
講
義
な
ど
の
形
で
、
耳
か
ら
訓

コ
レ
を

読
を
受
取
り
、
そ
れ
を
予
め
用
意
し
た
（
校
合
を
経
た
が
こ
こ
の
み
は
見
落
し
た
）
テ
キ
ス
ト
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
7
3
行
の
「
無
れ
察

サ
チ
す
る
こ
と

祝
之
」
の
誤
点
も
同
様
の
事
情
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
空
例
え
ば
春
日
政
治
『
課
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
・
研
究
篇
』
六
〇
頁

（
望
　
注
9
文
献
四
二
六
頁

（
2
2
）
　
注
1
0
文
献

〔
附
記
〕
　
石
山
寺
蔵
聖
教
の
調
査
に
当
っ
て
は
、
石
山
寺
座
主
鷲
尾
陸
将
現
下
の
御
厚
情
を
賜
り
、
又
調
査
団
長
佐
和
隆
研
先
生
の
研
芳
情
を
賜
り
、
田
中

稔
氏
、
築
島
裕
氏
は
じ
め
団
員
各
位
、
又
、
写
真
撮
影
は
八
幡
扶
桑
氏
の
御
世
話
を
頂
い
た
。
沙
弥
十
戒
威
儀
窪
平
安
中
期
角
筆
点
の
発
見
も
そ
の
御

蔭
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

－
国
語
学
国
文
学
教
授
－
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On 'Kakuhitsu' Writing of the Mid-Heian Period in

Shamijikkaiigiky'6 C/^ft-Hft&&{&!&) in Ishiyama Temple

Yoshinori KOBAYASHI

'Kakuhitsu' is a chopstick-shaped writing tool of ivory or bamboo,

with which priests of the Heian period made interlinear glosses of char-

acters and sympols when reading Chinese scriptures translated in Japanese.

Their marks left on paper are concave as if scratched with a nail, unlike

the case of ink of various kinds. A document with 'kakuhitsu' writing

was first found out ten years ago, and since then there have been dis-

covered forty-seven pieces.

ShamijikkaiigikyG (f^jrhMfftfTf.) owned by Ishiyama temple, the

most important of those documents, abundantly retains the characters and

symbols written with a 'kakuhitsu' in the mid-Heian period (the tenth

century). The present study, which attempts to throw light upon the

special qualities of 'kakuhitsu' writing, deals with the phonological, gram-

matical and lexical features, as well as the shapes and functions, of the

characters and symbols used in this special methods of writing.

Jigyo-sahjirai-kudokngi Transcribed in the Middle of

the Thirteenth Century, as Materials for the Study of

the Japanese Language

Tadao MIHO

Jigyo-sahjirai-kudokugi ( i fTHR4L#J!®Sjs) was written by Saint Myoe

(WM) in 1216.

tosho-seibi-repo
長方形






